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1) Leonard W. Hein. J. Lee Nicholson: Pioneer Cost Accountant， The Accounting Review， 



















戦後高ちに，イリノイ川シカゴに移~ ， そこでI J. Leeニコルソン原価会計研究所 (Th，J. 
Lee Nicholson Institute of Cost Accounting)を開設した (LeonardW. Hein， ibid， pp. 106-
7より要約〉。
2 (2) 第134巷第1・2号























3) N. A. C. A. Year Book， 1920によると， 1919-1920目。田cersof the Associatio凶に rPresi.


























いたことを示しているJ(R. Lee B四国羽田， Overhead CO$ting--The Costing 01 Manufac-










た。 しかしながら.多分，彼は， ハンド フックにしようと考えていたのであるJ(S. Paul 






1. .Nicholson on Factory Organization and Costs， New York: Kohl Te-
chnical Publishing Co.， 1909， 410 pp 
2. Cost Accounting一-theoryand practice， New York: The Ronald press 
Company， 1913. 341 pp. 
3. Cost Accounting， New York: The Ronald press Company， 1919， 576pp 
これは， John F. D. Rohrbachとの共著である。






Ronald Prcss Co目より出版せし原価計算の理論と実際 CostAccounting， The 
ory and Practiceの改版又は改名と見るべきものにして，一昨午春，同一書星空
土り書名を単に原価計算 CostAccounting 主改め， ローパァグ氏との共著と
して出版せり。著者ニコノレソ γ氏は米国公認会計士中 CC.P. A.)原価計算を











関する史的研究が数多く発表されているのであるが， どう Lたわけか， ]. Lee 
ニコノLソンに関するまとまった研究ほ多〈はない。その中から主なものを採り
出すとしても，以下のような次第である。




















11) 伊藤荒アメりカ原価会計の群像(2)，I原価計算JNo. 144. 1町2年5月， 1-5良。
12) 小林健在「原価計算発達史l昭和58年.70-72頁。













Arnold， H. L. Comtlete Cost Keeper， 1907 
Arnold， H. L. Fac白ryManager and Accountant， 1903 
Baugh， F.H.， Principles & Pr4ctice 01 Cost Accounting， 1915 
Bunnell， S.[J.，口~ost 品目'þing fur MIαnufacturing Plants， 1911. 
Church， 'A.H.， Mm叩rfacturingCosts & Ac回収πts，1917. 
Church. A. H.， Pr噌erDistrib叫 on01 the Expense Burden， 1918. 
Egglestone， D. C.， Cost Account叩g，1920 
Elbourne， E.T.， FactoT'Y Administration and Cost Accounts， 1914 
Elbourne， E.T.， The C.出tingProblems. 1919 
Evans， H. A.， Cost Keeting & Scientific M四 agement，1911 
Gnrckr>， E. & Fells， J.~在 . Factory Accounts， 1889 
Gil1ete， H. P. & Dana， R. T. Cost Keeping Management Eη:gm回 ring，1916. 
Leitner， F.， Die &lbstkostenberechnung lndustrieller Betriebe， 1913 
Nicholson. J. L. & Rohrbach， J.F. D.， Cost Accounting， 1919 
Sco'l，el，ιH.， Cost Accouπting & Burden Application， 1920 
Shaw， A. W.， Accountiπg and Cωt， 1918 
Timken， F.H.， General Factory Accounting， 1914 
Webner， F. E.， Factory Accounting， 1920. 
Wilcl， J. A.， Ascerta問問gCO$t 01 P;同ductiQn，1919. 
Wilc:man. J. R. Prinr.iples 0/ c，ωt Accounting， 1911 
合本再晦で，これに追加されたものは，以下の4冊である。
Babbage， C.， On t1ie Ewnomy 01 Machinery M仰 ufactures，l8:拓，
Gantt， H. L.， Orga即 zinglor Work， 1917. 
Gough， T. H.， Balal1ce Sheet & How to Read Them. 1904 
Webner， F.E.， Fac白ryCosム1911.













































































































15) J. Lee Nicholson， Nicholson on Factory Organization and Costs，日09，pp. 241-2 
16) S. Paul Garner. Evolutz'on 01口'ostAccounting to 1925. 1954， p.336 





IV ニコ J~ ソン原価理論の特徴
A.一般的な原価管理意識
ニコノレソ γは I工場主 (manufncturer)なら誰れしも，すくなくとも，経













zine 誌(June， 1901.)に発表された CharlesM. Schwab氏の近代的な管
理手法を紹介するのである。会計士三コノレソ νは，“ EngineeringMagazine " 
誌を武器として能率増進運動を担なっていた能率技師たちに共感を示していた
こJてが，このような事実からも理解できるであろう。
17) J. Lee Nicholson， Nichalson on Factory Organizatwn and Costs， 1909. p. 1 
18) J. Lee Nicholson， ibid" p. 1 
19) J. Lee Nicholson， ibid. pp. 1-2 



























21) 1. Lee Nicholson， ibid.， p.3 
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2:の J.Lee Nicho150n， ibid. p. 2 
24) J. L必eNicholson， ibid.， p.21 
25) 1. Lee Nicholson， ibid.， p.21 
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Men's Reduc- Reduc. No.of Over- tlon ln 
System Arti. Rate of Labor Gain Cost of head Total CAorst 1cple r tlOn ln Cost for 
cles Payment Cost z:; Material Cos Cost CAoEst zeple x 100 
Articles 
Day Bate.ー B 
m 問E出戸p凹町aZF hEvFhp:mM m叩ZE r re 1
事Z3.0506 $1.00 事1.50 事555006 .6875 
8 32 1.00 1.50 .6325 
10 32 3.20 64 1.25 1.60 6.05 .605 0275 事2.75
D1RHearten-tiー.1ー 8 32 2.56 1.00 1.50 5.06 .6325 
10 .31 3.40 81 1.25 1.60 6.25 625 0075 75 
自 28 2.80 1.00 1.50 5.30 6625 
Premiu田司: f1o4 r 35 1.25 1.60 6.00 .60 0625 6.25 
saved 
Bonus.;; . ; 8 .28 per hour 2.80 1.00 1.50 5.80 .66"5 10 .32 per hour 3.20 .40 1.25 1.6日 6.05 605 .0575 5.75 
ι コルソンの原価管理E考について (17) 17 

























26) J. Lee Nicholson， ibid. p. 27. 
27) J. Lee NichoLson， ibid.， p目 27.
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に付言しておこう u こう Lた時間管理の強調は，実際原価計算の中での原価管
理の視点に他ならない。
C 間接費問題
29) J. Lee Nicholson，τbι'd.， p. 399 
20 (20) 第134巻第1・2号
ニコ Jレソ Yは I正確な原価の算定において，工場主をもっとも実際的に悩
ませるものは，製造経費 emanufacturingexpenses)一一時には間接費 (0-






















30) J. Lee Nicholson， ibid. p. 7 
31) S. Paul Garner， op. cit. p. 341 
32) S. Paul Garner， ibid. pp. 136-7 
33) J. Lee Nicholson， op. cit. p. 28 
34) J. Lee Nicholson， ibid.， p.33. 






第2.直接労働時間法 (DircctLabor Hours) 
配賦方法一一間接費総額を総生産労働時間で除1..-，その期の時間当り配賦
率を定める。
第2 直接労務費，原材料費法 (DirectLabor and Material) 
配賦方法 間接費総額を労務費と原材料費の総額で除1..-，その期の配賦
率を定める。
第4. 旧機械率法 (OldMachine Rate) 
配賦方法一一全設備の間接費総額を機械の総作業時間数で除1..-，機械時間
当りの平均率を定める。
第 5.新機械率法 (NewMachine Rate) 
配賦方法一一部門間接費額を総作業時間数又は他の尺度で除1..-，その期の
配賦率を定める。
第6. 固定機械率法 (FixedMachine Rate) 
配賦方法一一一最終の機械原価が異なる結果になる点を除き，前例と同巴。
第7.新支払率法 CNewPay Rate) 
配賦方法 部門間接費総額をその期の総直接労務費で除1..-，規定個別賃
率を付加して配賦率を定める。J~7)
35) J. Lee Nicholson， ibid.， p.38. 




(ibid.. p. 163). 

























な部門11:;と生産過程自分化を中心にしている，と述べているJ(5. Paul Garner， op.cit. p. 193.) 
とし C，部門11:;"重視会ユコルゾンの特徴としながら，ょの点は彼以前にも主張され口、たと指
摘。
38) J. Lee Nicholson. ibid.， p.57 
39) J. Lee NichoIsol， ibid.， p.57. 
40) J. Lee Nicholson， ibid.， p.55 
41) J. Lee Nicholson， ibid. p. 39 

























42) 旦PaulGarner， ot. cit. pp. 208-209 
43) J. Lee Nicholson， ot， cit. p‘3 
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Totul lor lhe vear 






















STATEMENT OF PROFIT AND 1.OSS 
Dated 
c 且 PT DEy P r 且n主Gr i H J 
Sales 










Net Profit Irom Operat'g 
Al olher Inc白mcand 
Expenditures 
問問丁A目LL醐SωRCES 
エコルソンの原価骨理思考について (27) 27 
む討す び
以上，エコノレソソ原価理論の管理的特質を整理，紹介してきたのであるが，
1日J9年に発表されたとは思えないほど，今目的にも通用する内容を示していた。
言うまでもなく，実際原価言|算の枠組みを忠実に守りながら，利益管理に包摂
された原価管理思考が，これほど生き生きと脈動している書物は，めずらしい
と言わなければならない。
能率技師とはちがって，会計士ニコノレソンの真髄は，現嘆的な弾力性と経営
者による具体的な事情をふまえた計算手法の選択である。そしてそれが，利益
管理を土台とした経営組織化の中にEし〈生かされることによって管理効果を
強めるのである。まさ Lし 「原価計算の父」と評価されるだけの意味は実在
Lたのであった。
